
 

第 3地域 ポリオ根絶コーディネーター 藤井 秀香 （岸和田東 RC） 

 

カルガリーでの国際大会開会式で、ビル・ゲイツ(ゲイツ財団理事長)が「私達は今、岐路に立

っています。今後数年間がポリオ根絶のカギとなります。全力を注がなければ、ポリオが無く

なったと思っていた国で再発してしまう恐れがあります。根絶を完遂するには、政府、医療従

事者そして、ロータリーの皆様の継続な取り組みが不可欠です！」今後三年間パートナーシ

ップを更新し取り組んでくださいます。 

 

去年の末には、感染者数が増えポリオ根絶の「ラストマイル」は、依然として困難な段階です。 

今年 1月、NHK BSで（国際報道 2025 パキスタン根絶間近に見えたポリオ感染急拡大）

番組が放映されました。もともと衛生状況が悪いうえ紛争、政治的混乱、気候災害、ハイリスク地域におけるワクチン拒

否など、数々の課題による接種率の低下です。随分と長いよね。本当に根絶できるのだろうか？そのような声も聞こえま

す。尾身茂ポリオ根絶大使は、問題は『根絶されるのか？』ではなく、『いつ根絶されるか！』ということだと仰っています。

ゴールは見えていないわけではない。見えております。 

 

2025年 4月 21日から 23日まで、アフガニスタンは今年最初の全国的なポリオワクチン接種キャンペーンを実施し、

1100万人以上の子供たちに予防接種を行いました。これは隣国のパキスタンでのキャンペーンと同期しました。5月、ア

フガニスタンは 2 回目の全国キャンペーンを実施し、再びパキスタンと同期しました。この連続した調整は、高い感染シ

ーズンを前に、免疫のギャップを埋め、ウイルスとの戦いを強化するのに役立ちました。 

アフガニスタンとパキスタンでの 4 月と 5 月のキャンペーンは、免疫力を高め、ウイルスのさらなる拡散を防ぐ重要な機

会を提供しました。アフガニスタンのポリオ根絶プログラムは、すべての子供を守るために適応と革新を続けています。 

 

日本では、95％の子供に母子混合ワクチンを接種しており、年間 151億円もかかっております。日本では発症者ゼロで

すが、根絶しない限り接種は続けなくてはいけません。世界のどこかにポリオウイルスが存在する限り、ほかの国でポリ

オが再び発生する可能性があり、全世界への感染拡大リスクは無くなりません。 ポリオ根絶の取り組みを今ストップし

たら、今後 10 年間に毎年 20 万人の子どもが身体まひを発症する可能性があります。ポリオプラスへの皆様のコミット

メントと寛大な年間寄付は、ポリオの世界的な根絶に具体的な支援を提供し、世界の理解、善意、平和を促進します。 

 

天然痘に次ぐ歴史上 2 番目の人間の病気を根絶する歴史的な機会は、手の届くところにあります。天然痘がそうであっ

たように、１つの疾病を世界から根絶するのはとてつもなく大きな仕事で、一人でも多くの力が、必要とされています。特

定の地域における徹底した定期予防接種、ほかの予防接種活動（キャンペーンなど）の実施、疾病のモニタリングやポリ

オウイルスを検知するための廃水のサーベイランス（監視）といった活動にも寄付金は使われます。 

最近の課題は、米国トランプ政権による予測不能な政策です。ロータリーは、寄付国政府から支援を確保するために、ア

ドボカシーを行ってきました。 

 

 

 



ファンドレイジングとは、「与えることの喜び」を人に教える方法です。 

ヘンリー・ロッソ （インディアナ大学 Lilly Family） 

パキスタンにポリオワクチン投与に参加した折、30 年間のロータリー歴でポリオにさせて頂いた寄付はこの様に使われ

ているのだと感動いたしました。ストーリーテリングとは、物語を使って情報やメッセージを伝える手法のことを指します。 

ただ単に事実や数字だけを伝えるのではなく、感情を揺さぶるようなポリオ根絶活動や具体的な例（世界ポリオデー．フ

ォトコンテストなど）を伝えることで、相手に印象を与え、共感を得たり行動を促したりする方法で、ファンドレイジング出

来ればと考えております。 

第 3 地域では全地区ポリオ根絶委員会を設けており、ご寄付や支援するための行事も考えておられます。第 2640 地

区の和歌山南 RC は全会員 74 名ポリオプラス・ソサエティ（PPS）に参加くださいました。敬意を表します。国際ロータ

リー75周年の年に子供たちへの約束をしたのですからワクチンで予防できる疾病に苦しむ子どもがあってはなりません。

国際ロータリーは揺るぐ事なく最優先事項「ポリオ根絶」に立ち向かっていきます。 


